
 　　（2021年4月～6月期）

                                                                                                

前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し

　                                                                                                         調査対象 263 事業所 ： 回答 86 事業所

２）設備投資状況・設備投資の見込み

直近
（n＝85）

向こう
（n＝82）

直近
（n＝9）

向こう
（n＝8）

直近
（n＝16）

向こう
（n＝16）

直近
（n＝19）

向こう
（n＝18）

直近
（n＝20）

向こう
（n＝19）

直近
（n＝8）

向こう
（n＝8）

直近
（n＝13）

向こう
（n＝13）

※複数回答・無回答あり
※直近3ヵ月を「直近」、向こう3ヵ月（見込み）を「向こう」と記載

以下、業況の変化や業界の動向に関する事業所からのご意見

△ 25.6 △ 35.4 △ 48.1 △ 100.0 △ 88.9 △ 33.3 △ 33.3

１）今期の状況～先行き見通し
安芸太田町2021夏期

項目別ＤＩ値（※）
全国（5月） 全産業計 製造業 建設業 卸小売業 飲食・宿泊業 理美容・クリーニング業 その他の業種

△ 8.3 △ 48.1

 売上・受注 客単価 △ 12.8 △ 2.3 △ 36.6 △ 48.1 △ 100.0 △ 88.9

△ 42.9 △ 55.6 △ 61.1 △ 25.0 △ 40.0 12.5

0.0 △ 25.0 △ 16.7 △ 48.1△ 66.7 △ 35.0 △ 45.0

 売上・収入 総額 △ 62.6

 受注数・来客数 ― ― △ 42.5 △ 54.4 △ 88.9

△ 26.7 △ 42.9 △ 44.4

△ 45.0 0.0 △ 25.0 △ 8.3 △ 54.4

 資金繰り △ 41.9 △ 22.4 △ 30.5 △ 36.3

△ 88.9 △ 53.8 △ 72.7 △ 55.6 △ 68.4 △ 40.0

△ 40.0 △ 45.0 0.0 △ 16.7 △ 16.7 △ 36.3△ 55.6 △ 66.7 △ 21.4 △ 38.5 △ 36.8 △ 33.3

10.0 0.0 18.2 18.2 9.0△ 11.1 5.0

 材料・商品在庫数 ― ― △ 28.6 △ 27.3

22.2 38.5 33.3 △ 5.3 材料・商品仕入単価 △ 15.0 △ 30.0 12.5 9.0 33.3

△ 42.1 △ 31.6 △ 12.5 0.0 0.0 △ 27.3△ 33.3 △ 33.3 △ 50.0 △ 54.5 △ 22.2 △ 26.3

△ 50.0 △ 25.0 △ 33.3 △ 16.7 △ 56.3

 従業員数（臨時含む） △ 1.9 7.4 △ 24.0 △ 28.4

△ 88.9 △ 50.0 △ 69.2 △ 50.0 △ 66.7 △ 45.0 採算性・収益性 △ 62.2 △ 30.3 △ 45.7 △ 56.3 △ 88.9

△ 47.4 △ 52.6 0.0 △ 16.7 △ 16.7 △ 28.4△ 42.9 △ 42.9 △ 7.1 △ 15.4 △ 17.6 △ 23.5

△ 56.6△ 87.5 △ 40.0 △ 78.6 △ 50.0 △ 61.1 △ 52.6【総合景況感】 △ 17.1 △ 33.6 △ 44.3 △ 56.6 △ 88.9

※ＤＩ（ディフージョンインデックス）値とは

　ゼロを基準として、プラスの値は「景気の上向き傾向（良い）」回答割合が多いことを示し、

　マイナスの値は「景気の下向き傾向（悪い）」回答割合が多いことを示す。

　各項目の判断状況を示すが、「景況感」であり「実数値を表す数値」ではない点に留意。

　ＤＩ値＝（増加・好転など「良い」回答割合）－（減少・悪化など「悪い」回答割合）

△ 58.8 △ 14.3 △ 25.0 △ 9.1

理美容・クリーニング業 その他の業種

　実施していない 76.5％ 76.8％ 77.8％ 75.0％ 87.5％ 83.3％68.4％

設備投資
全産業計 製造業 建設業 卸小売業 飲食・宿泊業

36.8％35.5％25.0％　実施している 23.5％ 23.2％ 22.2％ 25.0％ 12.5％ 16.7％31.6％

63.2％65.0％ 87.5％100.0％ 84.6％76.9％

12.5％0.0％ 15.4％23.1％

75.0％

-

工場・店舗・建物 ６件 ６件 - １件 - - １件 １件

- - １件 - - -土地 - １件 - - - - -

１件

１件 １件

４件 ４件 - - １件 -

- ４件

１件

１件 １件 １件

車両・運搬具 ３件 ５件 - - １件 ２件

２件 - １件 １件 １件 -機械・工具・器具 ５件 ８件 ２件 ２件

１件 - １件 - -

- - - - - -

-

ＯＡ機器・レジ ３件 ３件 １件 １件 - - ２件 ２件

２件 ２件 ２件 - - -付帯施設 ６件 ５件 - １件 -

- - -

その他 - - - - - -

- １件 １件 - - -福利厚生施設 １件 １件 - - -

- -

３）経営上の課題・問題点

ポイント数 課題・問題点 【課題・問題点のポイント計算方式】

- - - - - -

7.3  従業員の確保難 　重要度「３」として回答された場合「１ポイント」

5.4  生産設備の不足・老朽化 　として算出し、合計数を総ポイント数で割る。

19.8  需要の停滞 　重要度「１」として回答された場合「３ポイント」

13.0  原材料価格の上昇 　重要度「２」として回答された場合「２ポイント」

 販売単価の低下・上昇難

4.1  大企業の進出による競合

5.1  熟練技術者の確保難 　ポイント上位10項目までを掲載。

4.9  製品ニーズ変化への対応 　※「その他」「特にない」はランキング除外

4.3

飲食・宿泊業
「客の減少」「緊急事態休業による収益の減少と資金繰りの悪化」「コロナ感染症による、ホテル業界の低迷」「コロナの影響」「コロナ感染症対策
費の増加。天候により左右される」「コロナ感染症対策や天候不順等により左右される」「飲食を伴う仕事の中止で酒、ビールの売上減と商品の消費
期限切れが増加」

理美容・クリーニング業 「人口減少」「需要の減少、高齢化と人口減少と新規皆無等」

その他の業種 「天気が悪く取材できない」「コロナ禍でアウトドアレジャーへのニーズは高くなり、キャンプ人口は増加傾向」「コロナ禍」

3.0  人件費の増加

2.2  取引条件の悪化

製造業
「感染症の影響（客の減少）」「大企業の進出により入札で仕事がとれない」「コロナ禍」「コロナによる需要減少」「高齢化と人口減により仕事量
が減少している」「アメリカと中国の対立関係によるマーケットへの影響（半導体他）」「コロナで人も少なく飲食店に卸せないのでダメージが大き
い」

建設業
「工期の見直し（工期日数が少なく工事が間に合わないなど）」「工事の減少」「高齢のため身体面でやむをえず。個人宅は続けるつもり。生活様式
の変化で減少」「公共工事の発注減」「感染症が多方面の経済に悪影響を及ぼしている」「需要の変動」「販売単価の上昇が見込めない。人口減少で
客がいない」「高齢になったが跡継ぎがいない事」

卸売・小売業
「人口減少」「町全体の住民人口の減少、老齢化」「公共事業への依存度が大きく、公共事業の著しい減少の為、影響度合が大きい」「高齢化で客数
が減っている」「ドラッグストア進出、ネット販売が主流の時代、既製品小売だけでは生き残れない。独自性が求められている」「LPガス→電化」
「農産物の生産者の減少」「オーバーストアによる競合激化。淘汰が進むと思われる」「お客様の購買力の低下＝来客数の低下」

（単位：ポイント）



（単位：%）

10万円
未満

10～30
万円未満

30～50
万円未満

50～100
万円未満

100～200
万円未満

200～500
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500～
1,000

万円未満

1,000～
2,000

万円未満

2,000～
5,000

万円未満

5,000
万円以上

7.7 10.3 10.3 17.9 15.4 12.8 12.8 2.6 5.1 5.1

16.7 16.7 16.7 - 16.7 - 16.7 - - 16.7

- 12.5 12.5 37.5 12.5 25.0 - - - -

20.0 - - 20.0 - 20.0 20.0 - - 20.0

- 16.7 - 16.7 25.0 16.7 16.7 - 8.3 -

50.0 - - - - - - - 50.0 -

- - 33.3 16.7 16.7 - 16.7 16.7 - -

2.2 高齢従業員のための労働環境改善

試作品開発 　※「その他」「特にない」はランキング除外

2.9 レジのキャッシュレス化

2.5 増産を目的とする増設

2.5 加工精度改善を目的とする新設・更新

４）関心の高い設備投資

ポイント数 課題・問題点 【課題・問題点のポイント計算方式】

20.0 既存設備の維持・補修 　重要度「１」として回答された場合「３ポイント」

8.3 既存ソフトウェアの更新 　重要度「２」として回答された場合「２ポイント」

6.7 販売力強化のための新設・増設 　重要度「３」として回答された場合「１ポイント」

5.4 来客トイレ・手洗い場等衛生設備の改善 　として算出し、合計数を総ポイント数で割る。

4.1 販売力・生産力強化のためのIT化 　ポイント上位10項目までを掲載。

3.5

６）安芸太田町独自の事業者向け融資制度の創設に関する要望調査

卸小売業
（n＝5）

飲食・宿泊業
（n＝12）

理美容・クリーニング業
（n=2）

その他の業種
（n=6）

項目

全体
（n＝39）

製造業
（n＝6）

建設業
（n=8）

５）設備投資に必要な予算

18.2 

28.6 

46.7 

16.7 

6.7 

25.0 

23.5 

創設を要望する

27.3 

14.3 

6.7 

25.0 

13.3 

25.0 

17.6 

創設を要望しない

54.5 

57.1 

46.7 

58.3 

80.0 

50.0 

58.8 

どちらでもよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他業種(n=11)

サービス業（理美容・クリーニング業）(n=7)

サービス業（飲食・宿泊業）(n=15)

卸売・小売業(n=12)

建設業(n=15)

製造業(n=8)

全体(n=68)

凡例


